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研究成果の概要（和文）：本研究は、デザインドリブンイノベーションの理論的な体系化と、それを用いた実践
的なツール及びワークショップの開発を目的に行った。それに対して、理論面ではアイデア創出のための認知的
な思考の流れ(Outside-inside-out model)、個人の認知を促すための外部の専門家との相互作用、及び戦略的
(デザインストラテジー)・人事的側面(ダイバーシティ&インクルージョン)からの組織の支援に関する理論を開
発した。
実践面では、認知面では個人の価値観の顕在化手法、外部の専門家の認知を理解する手法、及びビジョン形成手
法、製品のコンセプト・技術的仕様に落とし込む手法を開発し、ワークショップに実装した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to systematize design-driven innovation (DDI) theoretically 
and to develop practical tools and workshops for the DDI. Theoretically, we developed the 
outside-inside-out frame creation model, including the idea creation from individual goals and 
values and interaction with outside experts and users. This study also found a design strategy and 
the organizational support for diversity and inclusion theory is a key to achieve the DDI.
The practical implication is to develop the methods for realization of individual goals and values, 
interaction with the outside experts and users, vision creation, concept creation and developing 
technical specifications. We developed the novel workshop that includes these methods.

研究分野：デザインマネジメント

キーワード： ダイバーシティ　インクルージョン　組織アイデンティフィケーション　認知的フレーム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、デザインドリブンイノベーションがどのような個人の認知的プロセスを経て実践されるか、
さらにその認知的プロセスを支援するために組織アイデンティフィケーション理論やダイバーシティ&インクル
ージョンの理論が重要であることを明らかにしたことである。この発見により、今後デザインドリブンイノベー
ションをはじめとしたデザインを用いたイノベーションプロセスの組織的支援が、組織論の観点から議論される
道が開かれた。
社会的意義としては、特に日本のように組織に強くアイデンティフィケーションする社会では、デザインドリブ
ンイノベーションを阻害する要因が多くあることが明らかとなったことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、ユーザー観察をベースとした製品開発手法であるアメリカ型のデザイン思考が学術的
にも実務的にも十分に認知されている(Carlgren, Rauth and Elmquist, 2016)。一方で、デザン
思考はラディカルなイノベーションの源泉としての限界が指摘され始めている。なぜなら、デザ
イン思考は顧客の観察結果から得られるインサイトと破壊的技術を前提としており、顧客が今
目の前で困っている問題のソリューション開発の枠を超えられないためである。デザイン思考
が普及した背景には過去の技術志向によるテクノロジープッシュ戦略への反省という一面が存
在する。 
 そのアンチテーゼとして、イタリアから生まれた DDI が注目されてきた(Verganti, 2009)。
DDI は革新的な技術と新しい製品の意味(象徴性や感情)を組みあわせたテクノロジー・エピファ
ニー(技術が悟る瞬間)の実現を目指す。つまり、新技術第一ではなく、その新技術が顧客にとっ
てどのような意味があるかという点に焦点を当てる。新しい意味は顧客の声ではなく、企業や人
文社会科学系の研究者等の社会文化モデルを分析する研究者との学際的なオープン・ネットワ
ークの活用によって創出される。2020 年に向けた EU のデザイン政策でも DDI は中心的な役
割を果たしており、その重要性はヨーロッパですでに認められている。 
 しかし、その一方で日本ではまだ DDI はほとんど実践されて来なかった。その理由として、
DDI 研究で未だ明らかになっていない以下の三つの学術的な問いが存在する。 

① 組織において DDI を担うデザイナーにはどのような能力が求められるか？ 
② 外部の専門家のネットワークをどのように発見し、組織に取り入れるのか？ 
③ 意味の解釈をサポートするサービスをどのように製品と統合して開発するか？ 

 
【参考文献】 
1. Carlgren, L., Rauth, I., and Elmquist, M. (2016) Framing Design Thinking: The Concept 

in Idea and Enactment. Creativity and Innovation Management, 25 (1), 38-57. 
2. Verganti, R. (2009), Design-Driven Innovation, Boston: Harvard Business School Press. 
 
２．研究の目的 
 上記の学術的な問いから、以下のような目的を設定した。 

1) DDI でのデザイナーに求められるアティテュードの特定 
 本研究は、デザイナーのクリエイティビティ研究に貢献する。なぜなら、DDI ではデ
ザイナーにスタイリングではなく、学際的な研究者との対話による知の統合者としての
役割も求められる。しかし、デザイン思考研究ではデザイナーの課題解決型の顧客観察
能力や可視化技術のみに着目し、どのようなデザイナーのスキルや態度が知の統合者の
役割を実現させるかは、既存研究ではまだ明らかでない。 

2) DDI の実現の手法としての PSS の役割の探索 
 本研究は製造業の PSS 研究の発展に寄与する。既存の PSS 研究では、ほとんどがラ
イフサイクルを通した収益性の向上や新製品開発と新サービス開発の特性の違いにつ
いて議論されており、PSS が意味の革新どのように機能するかという観点が皆無であっ
た。近年イノベーションの一つとして認識されている DDI への PSS の貢献を理論的に
発見することで、PSS のイノベーション研究への展開の可能性拡大に貢献する。 

3) DDI の実践事例の創出 
 本研究は、DDI自体の研究の発展に寄与する。DDI はもともとイタリア企業の独特の
開発プロセスを理論化したものであり、その独自性ゆえに日本ではまだまだ実務・学術
両面で重要性の理解が高くない。そのため、未だに日本で DDI 研究の裾野が広がらない
のが現状である。本研究は、DDI を実践してこなかった企業での実践例を創出すること
で、新たなケースを作成し、DDI の重要性の認知拡大に貢献する。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、研究期間を通して、以下のような研究方法を採用し、実践を行った。 

H30年度：理論的発展 
このフェーズではイタリアでデザインを実践しているデザイナーへのインタビュー調
査を通して、重量級プロジェクトマネジャーを超える立場としてのデザイナーの新たな
スキルや態度を探索した。その結果を踏まえて、このような実践に対して適用できるモ
デルを検討した。さらに、このモデルを応用し、ツールを含むワークショッププログラ
ムを開発し、次年度以降のアクションリサーチの基礎を築いた。 

R1年度：統合的理論の開発とその実践 
 前年度の成果をもとに、アクションリサーチとして DDIワークショップを企業と実施
し、ツールを含むワークショップ有効性を確認した。その分析から、現状のモデルの理
論的な欠点を探索し、モデルとワークショッププログラムの改善を実施した。 



R2年度：理論とツールの体系化 
前年度までの企業実践の結果を考慮して、さらなる理論の体系化を進めた。さらに、今
後の研究として、新たな経営学の概念を導入し、理論的発展の方向性を検討した。 

 
４．研究成果 
本研究は、研究期間を通して、以下のような研究成果を残した。 

H30年度 
主に、次の２点が研究成果として挙げられる。①理論の開発の大枠が完了し、②実践プ
ログラムの開発を開始し、さらに協力企業と実践プログラムを支援するソフトの開発も
開始した。 
まず、①に関しては主に DDIの中心的概念であるインサイドアウトプロセスに関して、
既存研究が明らかにしてこなかった「どうすれば開発者の内側からアイデアが出せるよ
うになるのか？」という課題に対して Giddensの構造化理論を用いて理論開発を行った。
その結果、日本企業に属する開発者がインサイドアウトで革新的なアイデアを発想する
ためには、組織や社会に関する構造的要因とその構造的要因に関する個人の知識が重要
であること、またその構造的要因の違いからいくつかの意味解釈のフレームが存在する
こと、さらにそのフレームを変化させるためには壁が存在すること、最後にその壁を乗
り越えるための要因を明らかにした。 
次に、②として①の成果を用いて、企業において実践できるプログラムの開発を開始し
た。さらに、ある企業に協力してもらい、そのプログラムを支援する情報支援ソフトの
開発も開始した。 

R1年度 
 本研究の最終目標である DDIのツール開発に対して、一連のツールとそれらを用いた
ワークショップを開発し、協力企業で実践を行なった。具体的には、ワークショップ参
加者のアイデンティティを探索し、そのアイデンティティが内面化する組織の価値観や
ゴール、さらにそれらを実現するワーキングプリンシプルを明らかにする手法及びツー
ルを開発した。また、そのワーキングプリンシプルを用いて、顧客が求める価値と組み
合わせることで組織にとって新しいフレームが形成できることが明らかとなった。図 1
に開発したワークショップの概要を記載する。 
また、理論的には、個人が組織のゴールや価値観を過剰に内面化した状態であるオーバ
ーアイデンティフィケーションに陥ると、フレームが固定化し、新たなアイデア創出が
困難になることを明らかにした。そのため、アイデンティフィケーションを個人の日常
生活に目を向けさせ、組織内のアイデンティフィケーションを多様化させるダイバーシ
ファイド・アイデンティフィケーションが重要であることを明らかにした。 

 

 
 

 
 

図 1 ワークショップモデル 
 

R2年度 
今までの理論及び実践の精緻化及び発表を予定通り実施した。昨年度までてに予定通
り、理論の体系化、ワークショップの開発及び協力企業との実践が完了し、R2年度はそ
の成果をまとめ 1 件の国際ジャーナルでの掲載と 2 件の国際学会での発表、及び 1本の
国内のジャーナルへの掲載を完了した。 具体的な研究成果として、昨年度までに理論的
な点として、組織へのアイデンティフィケーションがアイデア創出に影響を与えており、
組織の外の社会文化的 なコミュニティへのアイデンティフィケーションが重要である
ことを示唆し、それに基づいたワークショップを開発し、実践した。今年度はその理論
の精緻化として、ダイバーシティ&インクルージョンに理論展開を行い、DDIを組織的に
実践するためには、ダイバーシティ&インクルージョンが鍵となることを発見した。 こ
の新たな発見により、DDIとダイバーシティ&インクルージョンの理論的な繋がりが生ま
れた。 
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